
サッポロビール高島社長来町

 町チアーズを激励上

▲�田中副町長も立ち会い、高島社長に町産品を
贈りました

　サッポロビールの高島英也代表取締役社長が 10月30日、今年 8
月にオープンした上町チアーズを訪れ、関係者らを激励しました。
今回の訪問は、上町チアーズの醸造の技術顧問をしている方が、高
島社長の元上司というつながりから、さらには、同店を経営するＴ
ファクトリーの八巻克社長が同郷の旧保原町出身という縁から実現
しました。訪問に合わせて、田中香代子副町長があいさつし、町産
品を手渡しました。高島社長は、店内や醸造所を見学し、「地域活
性化に向けて共に頑張りましょう」と関係者へエールを送りました。

久保八幡町内会　地域サロン　

齢者つなぐ、やわたサロン15周年高

▲�農業者の相談に応じ、行政とのパイプ役とし
て、農業振興の発展に尽力した渡邉さん

渡邉英直さんが県知事表彰受賞　

業委員としての功績たたえて農

大波敏子さんが文部科学大臣表彰受賞

 育委員としての功績たたえて教

▲�平成 23年1月から平成24年9月には委員長
を務め、教育活動の充実に力を注ぎました

▲�醸芳小 5、6 年生を対象とした応募作品数 94
点の中から、見事優秀作品に選ばれた皆さん

醸芳小学校防犯標語表彰式　

全な町への思いを17字に託して安

空き家相談会

 き家の悩みを専門家に相談空

▲�専門家が相談者から空き家の現状を聞き取り、
個別にアドバイスしました

　桑折まちづくりネットが主催する「空き家相談会」が 11 月 7 日、
イコーゼで行われました。午前と午後の部合わせて 12 組の相談者
が来場し、自身で所有する空き家や近隣の空き家など、さまざまな
空き家の悩みを相談。宅地建物取引士や司法書士などの専門家が問
題解決に向けたアドバイスをし、一人一人の悩みに寄り添いました。
　来年 1 月にも、再度「空き家相談会」を実施する予定です。また、
桑折まちづくりネット（北町66-2：旧菱沼カメラ店、☎ 582-5348）
では、随時相談を受け付けています。気軽にご相談ください。

御免町町内会

 子神社へ太鼓奉納益
　御免町町内会が宝くじ助成金で整備した和太鼓のお披露目式が
11月23日、益子神社の秋季例大祭に合わせて行われました。同町
内会の和太鼓は、長年の使用により劣化が著しいことから、今回、
同助成金により大太鼓 1 台、小太鼓 3 台を新たに整備しました。
　お披露目式では、地元の子どもたちと住民 10人が演奏。大太鼓
を叩いた佐久間瑞樹さん（6 年生）は「新しい太鼓は音の響きがす
ばらしく、叩きやすかった」と笑顔で話しました。今後、地域の伝
統文化の保存や継承が期待されます。

▲�警鐘と女性消防団によるアナウンスで、町内
全域に「火の用心」を呼びかけました

秋の全国火災予防運動町内パレード

 防車両５台で火災予防呼びかけ消

　教育委員会委員の功績に対して文部科学大臣から贈られる地方教
育行政功労者表彰を、前教育委員の大波敏子さんが受賞されました。
　表彰状伝達式が 11 月 11 日、福島県庁で行われ、鈴木淳一県教育
委員会教育長から賞状が手渡されました。同日、役場を訪れた大
波さんは「皆さんのお力添えがあって 13 年間務められた」と報告。
髙橋町長は、在任期間に起きた東日本大震災および原発事故災害
下の教育現場における対応などに触れ、「長きにわたる委員経験と、
子どもたちを思う気持ちのたまもの」と称えました。

　農業委員会委員の功績に対して県知事から贈られる功労者表彰
を、元農業委員の渡邉英直さんが受賞されました。
　表彰状伝達式が 10 月 28日、杉妻会館で行われ、内堀雅雄県知事
から賞状が手渡されました。同日、役場を訪れた渡邉さんは「長く
委員を続けられたのも、支えてくれた皆さんのおかげ。今の農業環
境を見ると、有害鳥獣の問題など大変な状況もあるが、今後も行政
と農業委員会と地域住民が手を取り合って、環境を整備し、美しい
里山をつくっていきたいと思う」と話しました。

　桑折地区住民自治協議会主催による「防犯」をテーマとした標語
の表彰式が 10月 26日、醸芳小学校で行われました。工藤信悦会長
から、優秀作品に選ばれた醸芳小学校の児童 16人に賞状が手渡さ
れました。優秀作品は、立て看板として地域内の道路脇に掲げ、町
の安全を地域の皆さんに広く呼びかけていきます。【受賞者】角田
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　久保八幡町内会の集会所で月に 1 度開かれる地域サロン「やわた
サロン」が 10月に設立 15 周年を迎えました。この節目を記念して、
同月 30日にお楽しみ会が開かれ、会員 17人が参加しました。津軽
三味線演奏者「夢

む

弦
げんだい

大」のサプライズ演奏やコスモス婦人会からの
手づくり人形のプレゼントに会員もにっこり。阿部紀子会長は「15
年間もサロンを続けられたのは、会員の皆さんの大きな励ましと協
力のおかげ。15 年経ち、生活様式は変わったけれど、コロナウイ
ルスに負けず、健康で楽しく過ごしていきたい」と話しました。

▲�和気あいあいした雰囲気が人気で、参加者の
笑顔が絶えない「やわたサロン」

　火災の発生しやすい時季を迎えるにあたり、秋の全国火災予防運
動町内パレードが 11月15日、町内全域で行われ、町消防団や女性
防火クラブ約 30人が参加しました。
　役場で行われた出発式では、津田次

つぎ

男
お

団長が「寒い時季を迎える
ので、火の用心を呼びかけてほしい」とあいさつ。参加者は消防車
両 5 台に乗って各地区を回り、女性消防団員のアナウンスで火の用
心を呼びかけました。 また、女性消防隊は JR桑折駅や町内スーパー
でも街頭啓発を行い、利用客に火災予防を PRしました。

▲�小・中学生を中心とした御免町町内会のメン
バー。堂々たる太鼓演奏を披露しました
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